
 

 
 

 

 

 

 

福岡空港の民間委託について（案） 
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１． 福岡空港の概要 

（１） 沿革 

   

・昭和19年 2月 旧陸軍が席田飛行場建設のため、家屋・田畑を強制収用 

・昭和20年11月 終戦により米軍が再接収、その後米軍管理のもと板付基地として運営 

・昭和29年 1月 第２次強制接収、飛行場拡張 

・昭和32年 4月 第３次強制接収、飛行場拡張 

・昭和44年 4月 第１ターミナルビル供用開始 

・昭和45年12月 日米安全保障協議委員会において日本への移管を決定 

・昭和46年11月 国・福岡県・福岡市と周辺団体の間で「福岡空港用地に関する覚書」を締結 

・昭和47年 4月 運輸大臣が設置し及び管理する「第二種空港」として供用開始 

航空機騒音防止法による「特定飛行場」に指定 

・昭和47年 6月 国・福岡県・福岡市と周辺団体の間で騒音対策等に関する協定書締結 

・昭和49年 4月 旧第２ターミナルビル供用開始（現第２ターミナルビル一部） 

・昭和51年 6月 航空機騒音防止法による「周辺整備空港」に指定 

・昭和51年 7月 福岡空港周辺整備機構設立 

・昭和56年 4月 国際線ターミナルビル供用開始（現第３ターミナルビル） 

・平成 5年 9月 新第２ターミナルビル供用開始（現第２ターミナルビル） 

・平成 7年 9月 西側国内貨物ビル供用開始 

・平成11年 5月 西側国際線ターミナルビル、国際貨物ビル供用開始 

・平成12年 7月 旧国際線ターミナルを国内線ターミナルとして供用開始 

・平成24年度  滑走路増設に係る環境アセスメント手続きに着手 

        平行誘導路二重化事業に着手 
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（２） 空港概要 

・東側には、国内線旅客ターミナルビル、空港事務所庁舎、管制塔等が配置。 

・西側には、国際線旅客及び貨物ターミナルビル、米軍施設、自衛隊施設等が配置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       航空機の旅客乗降に使用する照明や給油設備等が整備されているスポット。 

航空機の一時的な駐機（主に夜間）のために使用する旅客の乗降を行わないスポット。     
 

 

概 要 

設置管理者 国土交通大臣 位置（標点） 福岡県福岡市  

種別 国管理空港 北緯33度35分 東経130度27分  

標高9.1ｍ 

供用開始日 1972年（Ｓ47年）4月1日 敷地面積 3,530,850㎡（うち32％は民有地） 

運用時間 24時間 利用時間 15時間（7：00～22：00） 

◆基本施設 

滑走路 2,800m×60m スポット 47 

誘導路 8,693m(平成18年4月) （国内線：ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ21、ﾅｲﾄｽﾃｲ14）

エプロン面積 612,871㎡ （国際線：ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ11、ﾅｲﾄｽﾃｲ 1）

◆ターミナルビル施設・駐車場 

国内線旅客ターミナルビル 111,130㎡ 駐車場 

国際線旅客ターミナルビル 74,000㎡ 国内線 普通車838台 

貨物ターミナル 29,948㎡ 国際線 普通車897台 

※国土交通省九州地方整備局 博多港湾・空港整備事務所パンフレット、福岡空港ビルディング(株)資料より作成  

ナイトステイ 

ローディング 

国内線旅客ターミナルビル 国内線駐車場 

貨物ターミナルビル 

国際線旅客ターミナルビル 国際線駐車場 

自衛隊施設

米軍施設 

海上保安庁施設 
県警航空隊施設 
市消防航空隊施設 

空港事務所庁舎、管制塔 

滑走路（2800ｍ×１本） 

国内ローディング（21） ナイトステイ（14）

国際ローディング（11）
(1) 
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（３） 就航路線 

 

  

福岡空港の路線数（平成 26 年 10 月ダイヤ） 
・国内線 27 路線 382 便／日（21 都道府県）     
・国際線 19 路線 454 便／週（9 ヵ国・地域、18 都市）
 ※ 片道 1 便でカウント  

○主な空港の路線数比較 

 空港 
 
路線数 

成
田 

羽
田 

中
部 

関
空 

新
千
歳

伊
丹 

那
覇 

福
岡 

国際線 
(ｱｼﾞｱ） 

100 

(44) 

26 

(16) 

27 

(22) 

55 

(42)

10 

(7)
0 

7 

(7)

19 

(16)

国内線 17 49 19 12 27 26 30 27 

(出所 各空港 HP（10 月時刻表）を元に作成 
成田空港（国際線）については H26.3.30 時点の旅客便・貨物便の 
乗り入れ都市数。その他空港は旅客便就航路線数） 
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（４） 利用状況 

① 推移 
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※国土交通省資料「空港管理状況調書」 

※国土交通省資料「空港管理状況調書」 
（ヘリコプター含む） 

※国土交通省資料「空港管理状況調書」 
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② 主要空港の利用状況（平成 25年度）  

※国土交通省資料「空港管理状況調書」 
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972

0

50

100

150

200

250

成田 羽田 関西 那覇 福岡 新千歳 中部 伊丹

貨物取扱量

国際線

国内線

（万トン）

203

91
67

38
25 22 18 13

※国土交通省資料「空港管理状況調書」 
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※国土交通省資料「空港管理状況調書」 
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国内線ターミナル

現滑走路２８００m

増設滑走路２５００m

国際線ターミナル

平行誘導路二重化

国内線ターミナル

現滑走路２８００m

増設滑走路２５００m

国際線ターミナル

平行誘導路二重化

（５） 滑走路増設、平行誘導路二重化の事業概要 

① 滑走路増設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 平行誘導路二重化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現滑走路 ：2,800ｍ

増設滑走路 ：2,500ｍ

滑走路処理容量

工事期間（工事着手後） 約７年

概算事業費 約1,800億円

18.8万回/年（現状　16.4万回/年）

滑走路増設案

空港規模

（事業期間） 
・環境影響評価 約 3 年半 
・工事期間 約 7 年 
 ※この他、用地買収、埋蔵文化財 

調査等の期間が必要 

 

構内道路整備 

駐車場集約整備 

バスプール整備 

誘導路二重化

混雑解消 

（民間事業） 

空ビルセットバック 

・事業内容 

国関係分（エプロン改良、構内道路整備等） 

空ビル関係分（第１ターミナルビル建て替え、第２ターミナルビル改修） 

空港環境整備協会関係分（駐車場集約整備） 

・事業期間  工事期間 約８年 

・効果    滑走路処理容量 6,000 回／年増加 
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（６） 福岡空港の空港別収支及び空港関連事業者の収支（平成 24年度） 
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２． 航空を取り巻く状況 

（１） アジアの航空需要の伸び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 格安航空会社の台頭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（出所 国土交通省交通政策審議会航空分科会第9回基本政策部会資料） 

 

（出所 国土交通省交通政策審議会航空分科会第9回基本政策部会資料） 
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（３） 日本再興戦略における訪日外国人旅行者数の目標 

 

 

 

（出所 観光庁資料） 



 
 

 


